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 貧困問題との出会い 
  
２００６年 ネットカフェ難民の取材 
    非正規雇用の増大→格差問題の指摘。 

          生活保護の問題点など大人の貧困を取材。 

       ↓ 
   居場所のない子どもたちの取材 
   どう救っていけばいいのか？問題提示だけでなく、 

           丁寧に解決や支援策を探ることの大切さを痛感。 
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Ｑ．最も深刻だった時期の 
   子どもの貧困の割合は？ 

１．３０人に１人 

２．３０人に２人 

３．３０人に３人 

４．３０人に４人 

５．３０人に５人 



Ａ．５ 

 日本の子どもの６人に１人が貧
困。貧困率は１６.３％。 

 ３０人学級であれば５人は貧困
家庭の子どもがいる計算。 



子どもの貧困 

      

子どもの「相対的貧困率」は 

     １６．３％（厚生労働省平成26年発表） 

「ひとり親家庭の相対的貧困率」は 

        ５4．6 ％ （厚生労働省平成26年発表） 





「貧困」とはどんな状態？ 

「絶対的貧困」 

 人間として最低限度の生活も営めないような         
状態。生存に必要なものの欠乏・困窮 

「相対的貧困」 
 その社会で標準とされる生活水準以下の状  
 態。 



所得の高い人から順
番に並べ、ちょうど真
ん中の人の半分より
所得が少ない人が貧
困層。 
  その割合が貧困率。 



Ｑ．ＯＥＣＤ先進３４カ国の中で、子ど
もの貧困率の低さ（状況の良さ）でみ
ると、日本は何番目か？ 

１．１０番以内 
２．１１～２０番 
３．２１～３０番 
４．３１～３４番 
 



Ａ． ３ 

３４カ国の中で２４～２５番目。
ワースト１０ぐらい。 







子どもの貧困＝相対的貧困もとらえる 
 
タウンゼント（１９２８～２００９） 
 子どもはいろんな社会活動を体験しな
がら成長し、社会化されていく。その体
験の喪失に目を向けた調査を行う。 
 
  exa,母子家庭のお母さん 
     １泊旅行に行ったら、会社で手当もらって     
     いるのに・・・と非難 





 「子どもと貧困」 （２０１５年１０月～ 生活文化部・社会部・地域報道部） 
  ・目に見えにくい現状をどう可視化するのか。 
  貧困って、どんな状況？取材班で取材を元に何度も議論を重ねる。 
  子どもの声を軸に据える。多角的に俯瞰して残す素材を判断していく。 
 
    貧困の要素 
      ①不十分な衣食住    ⑤文化的体験・環境の欠如 
      ②孤立・排除        ⑥ 低学力・低学歴 
      ③不安感・不信感 
      ④低い自己評価 
 
   取材で出会った子どもたち 約５０人 
      連載   シラミがわき、学校でいじめられていた姉妹 
            北海道の介護職のシングルマザー 
            ３歳で万引きをして命をつないでいた兄弟 
 





●シラミが数百匹わいていた子ども＝極度の貧困状
態で、２千円の薬が「手が出ない」レベル 
 
・学校で「毎日同じ服って言われた」と登校拒否 
・母親に広汎性発達障害 
・夫が失業→生活保護→妻をなじるＤＶ→夫が勤めて
生活保護はずれ困窮 

・「子どもの前で妻にＤＶしてしまう」と夫が自ら警察に
通報 
 

※シェルターに保護され、そこから母子生活支援施
設で落ち着いた生活を取り戻す 

【連載１回目の内容】 



【取材で感じたこと】 
●不十分な衣食住 
貧困として理解しやすく支援が集中 
 
●育児放棄 
経済的貧困を取り除くと解決する場合も 
 
●文化的体験・環境の欠如 
自然学習的な体験にも経済格差が… 
 
●低学力・低学歴 
学習環境がない。障害を見逃すケースも 
 
●低い自己評価 
肯定的に自分をみられず、挑戦できない 
 
●不安感・不信感 
問題行動として現れる場合がある 
 
●孤立・排除 
社会と距離ができ“見えない化”が進む 



背景になにがあるのか？ 
・雇用の劣化 
・所得の再分配の問題 
・教育費の負担・増加 
・戸籍制度 
・家族機能の低下 

貧困 ＝人生の選択肢の少なさ。 
      体験・機会の喪失 



・シングルマザー編 

・学校編 

・奪う大人編 

・子ども食堂 

・自立援助ホーム 

・高校中退 









Ｑ．離婚後に養育費を受け続ける母
子世帯は何割ぐらい？ 

１．１割 

２．２割 

３．３割 

４．４割 

５．５割 



Ａ． ２ 

２割。 

６割は一度も受けたことが
ない。理由は、「相手に支払
い能力や支払う意思がない
と思った」が最多で半数ぐら
い。 



日本の子どもの貧困の特徴 

１.継続的な貧困率の上昇 
２.貧困家庭における就労率の高さ 
 （ワーキングプアの多さ） 
３.ひとり親家庭の貧困率の高さ 
４.母親（女性）の貧困 
５.乳幼児の貧困率の高さ 
６.所得再分配機能が働かない 
 
               山野良一 『子どもに貧困を押しつける国・日本』 より 

 
 





    2.9兆円の損失と1.1兆円の財政負担 
      (日本財団・三菱UFJリサーチ＆コンサルディング） 

 
    対象 現在１５歳の子ども １２０万人中 １８万人 
    （ひとり親家庭万人、生活保護家庭2.2万人、児童養護施設0.2万人） 

    
  「恵まれない境遇にある就学前の子どもたちに対する投資は、            

   公平性や社会正義を改善すると同時に、経済的な効率性も 
             高める非常にまれな公共政策である」 
            ノーベル経済学賞受賞者 ジェームズ・ヘックマン 

 



 
人的資本投資の収益率 
 （出所）Heckman, James, J. (2006) “Skill Formation and the Economics of  
          Investing in Disadvantaged Children” SCIENCE, Vol 312  



名称 内容
子どもの利
用人数

里親 養育者の自宅で家庭的な養育をする 4731

ファミリーホーム
養育者の自宅で５、６人で生活する里親型のグルー
プホーム

1172

乳児院
乳幼児が対象、虐待を受けた経験や病気、障害など
を抱える子にも対応

3022

児童養護施設
未就学児と学校に通う子どもが中心。小規模化な
ど、出来る限り家庭的な環境作りが進む

２万８１８３

情緒障害児短期治療養施設
虐待で傷つくなどした子どもに医療的な支援をする。
利用期間は平均で約２年。

1314

児童自立支援施設
不良行為やそのおそれのある子ども、家庭環境など
から生活指導が必要な子どもらが対象

1524

母子生活支援施設
母子が一緒に生活し、自立に向け、就労や子育てな
どの支援を受ける

5843

自立援助ホーム
児童養護施設などを退所し、義務教育を終えた子ど
もが原則として働きながら共同で暮らす

440

施設

◎親による養育が難しい子どもの主な受け皿

自宅







解決模索型報道 （ソリューション・ジャーナリズム） 
  ・デジタルアンケート（約３千の回答）を通して記事と      
    同時並行で実施。読者の生の声と対話しながら、   
    フォーラム面でも展開。 
  ・集う・出会いの場作り 
    現場編（ルポ）・支援編（官民の政策と連携のあり 
    方）だけでなく、メディアが関係者・支援の輪を広 
    げるリアルな場を提供していく 
    フォーラムを２月と今年の７月２日も実施予定 

 

  ☆デジタル版でも大きな反響。 
    ３０～４０代女性の新たな読者。 
      「何かしたい」「こんな現実があるとは・・・・」 









◇ 海外編連載 
 
   家庭養護の先進国 英国 
   日本より少し先ゆく チェコ 
  





 分断の社会で、届く記事とは？ 
 メディアの役割とは？ 
 
  ルポルタージュ 
   「批判に耐えうるまで、硬質に磨き上げる」 
 
                     池澤夏樹さん 
 
 



「重要な他者になる 
   背景の声に耳を傾ける」 
 
   （かしわヴィレッジ元施設長 
         渋谷行成さんの言葉） 
 
    



息長い支援のために 
 
 「子どもの貧困対策法」成立から４年。 
  
 「あの人たちがいないと困るよね・・・。と 
        地域から認められるソフトインフラになる」 
 
 ◆ 居場所作り、子ども食堂、学習支援に共通する課題 
 
  ①人 ②お金や食材 ③場所 ④子ども食堂同士や学校との連携 
  ⑤自治体やＰＴＡへの周知 ⑥保険 ⑦食中毒やアレルギー 
 
    ＫＥＹ 「安心・安全」をクリアしていくこと。 
 
   



アマゾンで１４０４円 


